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気候変動が自給飼料生産に及ぼす影響と
栽培管理技術の対応

2020年1月31日 酪総研シンポジウム資料

トータルサポート室 佐藤 尚親 1

１．大雨・長雨が増える。一方で干ばつ時期も発生。

２．土壌流亡や滞水しやすくなる。

３．牧草収穫時期・播種時期の分散が必要。

４．ﾄｳﾓﾛｺｼの湿害・病害・倒伏が発生しやすくなる。

５．土壌pHが下がり、肥料が流れやすくなる懸念。

６.  冬・春の気温上昇率が大きくなる傾向。

７.  暖地の強害雑草侵入、虫害発生増加の懸念。

８.  土壌凍結深が浅くなる傾向。

国では・・

北海道における気候変動の影響への適応計画(素案)

令和元年11 月 北海道

・ ……
・ ……

・ ……
・ ……

統計期間では長期的な変化傾向は見られない

最近では、平年を上回る年が続いている

＜ 降水量 ＞

「北海道の気候変化 【第2版】」 2017年 札幌管区気象台

旭川、網走、札幌、帯広、根室、寿都

１．大雨、長雨が増える。一方で干ばつ時期も発生。

1時間に30mm以上の激しい雨の年間発生回数が増加傾向

＜ 大雨の発生回数 ＞
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気候変動に伴う畑地の干ばつ発生の予測 （久保田徹 1989）

地球温暖化による北海道農業への影響に関する研究報告書 （1991年 環境研究ｾﾝﾀｰ）

温暖化による水文への影響予測 （気象庁 1990）

近年の農業気象災害（主に北海道）

2019（R元）：関東・東北で台風15号、19号による洪水

2018（H30）：道東・特にｵﾎｰﾂｸ冷湿害ｺｰﾝ生育不良

１番草時期長雨牧草刈遅れ

台風21号（9/5；上川洪水、道央・十勝南部ｺｰﾝ倒伏）

2017（H29）：台風18号（9/18；道東全域・ｵﾎｰﾂｸｺｰﾝ倒伏）

2016（H28）：１番草時期冷湿害・長雨刈遅れ（十勝）

台風7号（8/17）、11号（8/21）、9号（8/23）、

10号（8/31；十勝大雨災害、草地冠水・流亡被害）

2015（H27）：台風18号（9/18;ｵﾎｰﾂｸｺｰﾝ倒伏）、

台風23号（10/7；根釧ｺｰﾝ倒伏） 6

7

洪水害の増加 2016年 台風10号の被害牧草地（十勝清水町） 2018年降水量

2018年日照時間

「道総研北見農業試験場定期作況報告」【観測地点：境野】より 8
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干ばつ害が

発生し易くなる

：牧草草種による

ﾘｽｸ分散が必要

干ばつでTYが枯死し
OG株が残った

2013年8月、雄武町

2011年 酪農試験場天北支場

TY： チモシー
OG： オーチャードグラス
PR： ペレニアルライグラス

深い耕起と干ばつによる牧草発芽不良事例

深過ぎる
耕起を避け、
表土（有機物）
により保水性
を保つ必要性

10

急傾斜地において、表土を剥ぎ、有機物が無くなったため土壌が流亡
11

2016年5月

2016年10月

土壌流亡（ｴﾛｰｼﾞｮﾝ）の増加

２．土壌流亡や滞水しやすくなる。 土壌流亡（ｴﾛｰｼﾞｮﾝ）の危険性を感じる事例

有機物の多い土壌 有機物の少ない土壌（深耕起による）

腐植（有機物）不足：水・空気・土壌が保てず、肥料の効き不良で、植物生育不良

チモシーが旺盛に生育した土壌 牧草の生育が不良な土壌

2017年5月
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緩傾斜地でも、有機物が少ない

土壌は流亡

有機物施用の土壌、圃場、環境に対する効果

有機農業の基礎知識 [ 土づくりと施肥管理] （一財） 日本土壌協会 2015 13

2016年10月

緩傾斜地でも土壌流亡（ｴﾛｰｼﾞｮﾝ）の増加

緩傾斜地でも、

播種時期が

遅いと融雪水

で土壌が流亡

大雨警戒環境における急傾斜地の植生改善事例

急傾斜地に作溝播種施工
すると、作業機械が切れた
マットごと下にズレる

穿孔型播種機：グレイトプレインズ
ノーティルシーダー NTS2509

表層攪拌：ニプロ アッパーロータリー SUM-300
播種機：アマゾーネ グリーンドリル 200

大雨警戒環境における急傾斜地の植生改善事例

急傾斜地に斜めにｻﾌﾞｿｲﾗ
を施工する

大雨警戒環境における急傾斜地の植生改善事例

2017.8.18 2017.9.29

2017.10.14

ﾉｰﾃｨﾙｼｰﾀﾞ
1回走行

ﾉｰﾃｨﾙｼｰﾀﾞ
1回走行

ﾉｰﾃｨﾙｼｰﾀﾞ
2回走行

2019年6月18日の収穫直前の状態
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放牧地における土壌流亡 ガリの放置による農地（草地の）損失

ガリ、浸食崖の直し方

・ガリが発生したらできるだけ早く、デイスクで
溝を潰すか、古い堆肥と土壌を混和してガリ
を埋める。速やかに 牧草を播種・鎮圧し、
植生で表面を覆う。

・崖（谷）が後退していく深いガリの場合は、
縁にシートを設置し、古いロール、土壌や
堆肥等で崖を埋めて浸食を防ぐ。

堆肥と黒ボクを混和してガリを埋め鎮圧。フレコンの土嚢(どのう)で補強。 20

イグサ カヤツリグサ
スズメノテッポウ

排水不良により、谷地化（不良植生化）や作業不可になる場面が増加

２．土壌流亡や滞水しやすくなる。
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排水不良・谷地化による不良植生化が家畜に害を及ぼす場合もある

ｶﾔﾂﾘｸﾞｻの
ｱﾙｶﾛｲﾄﾞ中毒
麦角中毒に
ご注意！

豪雨・滞水・排水不良によりヒエの侵入・優占が増えている傾向

22

無理に牧草にせず、
秋でも播種床処理か、
トウモロコシ栽培で
クリーニング

裸地を放置しない
ﾁﾓｼｰを無理に
多回利用しない

23

水は「排出先」が無ければ排水されません。
先ず、ほ場周辺の明渠を確認しましょう。
明渠は土砂等で次第に埋まっていきます。、
明渠が浅くなっていたら、ユンボで溝を深
く掘る作業が必要です。↓

明渠が土砂で埋まるｽﾋﾟｰﾄﾞが
早くなりつつある

そろばん道の写真

牛道・ﾊﾟﾄﾞｯｸ・水場等の泥濘化→明渠の確認修理、排水施工整備
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簡易な明渠
：再生ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製Ｕ字溝

グレーチング
も乗せることが
できる強度

ｺﾝｸﾘｰU字溝では

施工が大変なの
で再ﾌﾟﾗ製に変更

2019 日高地域

人手で運べ、DIYで加工・施工できる

暗渠が無い圃場でも、明渠が埋まってなければ
（水位が低ければ）簡易な改善施工がある

（北海道

農業公社）

（2016年 興部町）

ｶｯﾃﾝｸﾞﾄﾞﾚｲﾝを活用した排出改善事例

2016年7月：

圃場のいたる所に

滞水を確認

カッティングドレーンの跡

2017年11月：
ｶｯﾃｨﾝｸﾞﾄﾞﾚｰﾝ施工

2018年4月4日：

排水確認

2018年8月：

滞水は無く、圃場全体

の排水性改善を確認

主根が水と空気の
通り道を作る

主根が
粘土層、
硬盤層を
貫通する

有機物、窒素、通気、

（微生物等）が豊富に
なり、
大きなミミズが多い
（さらに物理性改善）

マメ科牧草の直根を活用した物理性・排水性の改善

（2016年 興部町） 28
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OG
PR
1番

OG
PR
2番

TY
早
中
生
1
番

TY
2
番

OG
PR
3番

牧草播種 牧草播種牧草
播種

（平成28年度 十勝振興局 管内農作物の生育状況より 気象経過） 29

TY
晩
生
1
番

干ばつ気味 長雨
長雨

３．牧草収穫時期・播種時期の分散が必要

雑草は春に多発し、草丈も高くなり牧草を抑圧する。
8月以降は雑草の発生や生育量が少ないので、牧草の播種時期に適している。

現行の雑草対策を考慮した更新時期

図１、雑草発生と播種適期

８月 ９月
４月 ５月 ６月 ７月 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 10月

雑草草丈

土壌水分

雑草発生頻度 夏播適期

春播適期 ﾁﾓｼｰの播種時期

(‘01年高山作成）

牧草播種が集中
収穫作業遅延・長雨で
播種できないｹｰｽ増

2001年 高山作成

３．牧草飼料作の収穫時期・播種時期の分散が必要

6～7月播種の
干ばつ害
土壌水分重要

秋遅い播種
播種限界の
遵守

４月 ５月 ６月 ７月 ９月８月 10月 11月 12月

完全更新

ｲﾈﾏﾒ播種期

ｲﾈ科夏播種期

干ばつ

雑草発生
危険期

ﾏﾒ科夏播種期

麦類・牧草同伴播種

簡易更新
ｲﾈﾏﾒ播種期

ｲﾈ科
ﾌﾛｽﾄ
播種期

播種
冬枯れ
危険期

除草剤枯殺期 除草剤枯殺期

雪腐病殺菌剤
散布期

ﾌﾛｽﾄ追肥
+ﾏﾒ科播種

麦類単播播種

麦類収穫

ﾗｲ麦播播
ﾗｲ麦
収穫麦類栽培＋

掃除刈

31

３．牧草飼料作の収穫時期・播種時期の分散が必要

牧草播種が集中
収穫作業遅延・長雨で
播種できないｹｰｽ増

黒穂病(2010)

（連作を避け、抵抗性品種選択）

ごま葉枯病(2012)

(連作を避け、抵抗性品種選択)

先端不稔(左,2010)と子実端不揃(右,2010)

（適正RM品種選択）

赤かび病(2008,2010)

（連作を避け、抵抗性品種選択）

４．ﾄｳﾓﾛｺｼの湿害・病害・倒伏が発生しやすくなる。

フザリウム茎腐病 （2019年、ｵﾎｰﾂｸ地域）

（連作を避け、抵抗性品種選択）

高温干ばつ、または多湿で発生する病害・障害
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排水対策：積算気温の次に重要。

・生育初期；地温の上昇を妨げる。根張り発育の妨げ。防除・追肥作業の妨げ

・登熟期；登熟遅れ。収穫作業の妨げ。

とうもろこしの月別水分消費量

(DREIBERRIS)

各種作物の要水量

ﾄｳﾓﾛｺｼは湿害に弱い

４．ﾄｳﾓﾛｺｼの湿害・病害・倒伏が発生しやすくなる。

根腐病 (2001,2011-2012)

（ほ場排水性の改善、早期発見・収穫、優良品種は検定時の発生情報有り発生が少ない品種を選択）

2011.09.16

４．ﾄｳﾓﾛｺｼの湿害・病害・倒伏が発生しやすくなる。

登熟後半に、大雨後の高温で発生する病害・障害

■2011-2012年 北海道における根腐病罹病発生地の気象

2011年 新得町 2012年 恵庭市

9/11初
発

9/19初
発

9/11初
発

9/19初
発

 

 

 

飼料用とうもろこし圃場の一部で、“茎葉部の枯れ上がり”が

急激に進行している状況が確認されています。 

高栄養価・高品質な飼料用とうもろこしサイレージを確保する

ために、生育状況を確認し、収穫・調製作業を進めて下さい。 

１、生育状況を確認しましょう。 

◆ 枯れ上がりがかなり進行した圃場では、雌穂部が落ちそうになっていま

す。圃場内部における個体の生育や枯れ上がり状況を確認して、圃場条

件が整い次第、収穫作業を進めましょう（外縁部から見ただけではわか

りません）。 

２、適切な設定切断長で収穫しましょう。 

◆ 適切な設定切断長は次の通りですが、熟期だけでなく、枯れ上がり状況

に応じて決めて下さい。 

 ハーベスタにコーンクラッシャーがついていない場合 

    糊熟期・黄熟期     ⇒１０ｍｍ前後 

    完熟期や霜にあたった場合⇒６～９ｍｍ 

 ハーベスタにコーンクラッシャーがついている場合 

   糊熟期⇒設定切断長：１０ｍｍ前後・ローラー間隔：最大 

   黄熟期⇒設定切断長：ハーベスタ最長・ローラー間隔：３～５ｍｍ 

   完熟期⇒設定切断長：ハーベスタ最長・ローラー間隔：１～３ｍｍ 

◆ 倒伏している圃場ではハーベスタで拾い上げる原料の量が変動します。

切断長や子実の破砕にバラツキが発生しないようにするために、ハーベ

スタの刃は収穫前にしっかり研ぎ、走行速度を控えめにして下さい。 

３、入念な踏圧作業を行いましょう！ 

◆ 開封後の二次発酵を防ぐために入念に踏圧作業を行いましょう。なお、

必要に応じてサイレージ添加剤の利用を検討しましょう。 

平 成 ２ ３ 年 ９ 月 １ ４ 日  

十 勝 農 業 協 同 組 合 連 合 会  

飼料アップとかち 第２０号 

（ 農 業 協 同 組 合 ・ 十 勝 農 業 協 同 組 合 連 合 会 ）  

飼料用とうもろこし 

収穫・調製作業ポイント 

～茎葉部の枯れ上がりに注意～ 

飼料アップとかち２１号 

平 成 ２ ３ 年 ９ 月 １ ６ 日  

 

飼料用とうもろこし根腐病発生 

発生圃場では、急速に枯れ上がりが進み、雌穂

が垂れ落ち、わずかな降雨で倒伏します。多くは

圃場の中から発生しているため、発生初期での

発見が難しく大きな被害となっております。 

早急に収穫する 

  圃場の中に入って確認 

  発生圃場を先に収穫 
（症状の進行に伴い茎葉部の栄養価の低下、発酵品質の低下が懸念されます） 

  切断長は短めに 

  高刈りする 
 

管内 2 圃場のとうもろこし根部から病原菌であるピシウム菌が検出されました。 

根腐病は、黄熟期を迎える圃場で高温多湿が続いた場合に発生する糸状菌による病気です。連作や高

温多湿、土壌養分の不足などで助長されます。9 月中の集中豪雨後に急速に発生したと考えられます。 

 

（ 農 業 協 同 組 合 ・ 十 勝 農 業 協 同 組 合 連 合 会 ）  

36
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左：プラウ区 右：サブソイラ区

●根腐病対策：排水性向上；爪もの作業機の効果

（2011 十勝農業改良普及ｾﾝﾀｰ南部支所）

２００６年春の融雪直後の状態 （根釧農試）

気象変動幅拡大による飼料用ﾄｳﾓﾛｺｼにおける冷湿害

遅延型冷害・登熟不良(2009,右)(栽培地域に合ったRM品種選択)
湿害(2009)(サブソイラ等による排水改良)

すす紋病(2009)(連作を避け,抵抗性

品種選択,排水改善,殺菌剤,追肥等)
障害型冷害(2003)(耐冷性品種の選択等)

冷害による雄穂の生理障害（左）と花粉不足による不念の雌穂（右）

●台風の直撃が増える可能性から備えは常に必要。

・耐倒伏性品種の選択。

・栽植密度～栽植本数が多すぎると（特に株間狭）、生育は徒長気味になり，
根の発達が悪く倒伏し易い。早生は8000本/10a程度を上限。

・播種時期～播種時期が遅れ
るに従い節間が長くなり、
茎も細く徒長気味の生育
となる。支根の発達も悪い。
5月中に播種。

・播種深度～浅すぎる播種は
根の生育が悪く、根張り
も浅く、広がりのない根
となる。

４．ﾄｳﾓﾛｺｼの湿害・病害・倒伏が発生しやすくなる
肥培管理により徒長・倒伏を防ぐ

収量水準と地力窒素から決定する総窒素施肥量

基肥を必要十分に行い、堆肥等の施用が十分な場合は
減肥は追肥（分肥）から先に行い、徒長を防ぎます。

2017年 根釧農試

40
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交互条播、混播栽培

◎熟期（RM）の揃った（近い）、耐冷性の高い品種、収量性の優れる品種、
耐倒伏性の優れる品種、病害に強い品種等を、プランタのホッパ毎に
異なる品種を投入。播種する。
受粉は確保し、安定収量、倒伏・病害軽減等、品種間で補完しあう
（ほ場全てが全滅しない）栽培法。

耐倒伏性の高い品種が

耐冷性品種を支えた事例

飼料用トウモロコシにおける各種障害をリスク分散するための対策

（2013 根釧農試） 41

倒伏・折損とﾄｳﾓﾛｺｼ形質の相関表（抜粋）

42

• 桿長単独では倒伏・折損と関係がない。着雌穂高単独も影響小さい。

• 茎が太くて、節間が長いほど、倒伏は少ないが、折損が多くなる傾向。

• 桿長のわりに根張りが良い品種が倒伏に強いことが確認できた。

倒伏・なびき 10%倒伏・なびき 60%

2018年 忠類

29

植物活力資材を活用した初期成育、根張り改善と倒伏の軽減

無処理 ネぢから

2018年 計根別

無処理 ネぢから

５．土壌pHが下がり、肥料が流れやすくなる懸念
2013～2017年度の降雨の平均pH
利尻：4.78 札幌：4.78 落石：5.10

酸性化学肥料の施用による酸性化雨水による土壌の酸性化
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pHが5.5以下、有機物の極めて少ない土壌では
牧草は生えない・伸びない

pH4.6

土壌pH低下と肥料の流亡

2010年 芽室町

2018年 標茶町

pH
H2O

EC
mS/㎝

P吸収係数

mg/100g

有効態P

mg/100g

CEC
me/100g

CaO
mg/100g

MgO
mg/100g

K2O
mg/100g

塩基

飽和度

4.56 0.08 269 229.9 31.28 70.58 24.96 25.76 13.76

スイートバーナルグラス（ハルガヤ）

防除が難しい強害な雑草種（積雪地帯）

超極早生なので、収量は極めて少ない

46

ﾊﾙｶﾞﾔは低いpH環境で増える

472018.3 道総研畜産試験場

道央Ａ町の土壌調査結果と植生

年 作物名 農家 土壌名 土性名 pH CaO MgO K2O トルオーグPリン吸 腐植

2017 TY草地 A 台地土 壌土 5.3 244 53 10.2 44.9 610 2.3

2017 TY草地 B 低地土 埴壌土 5.4 194 98 56.4 85.0 948 5.2

2017 TY草地 B 低地土 埴壌土 5.5 252 126 40.6 58.1 997 4.2

2017 TY草地 B 低地土 埴壌土 5.4 93 19 42.0 27.0 2089 8.6

2017 TY草地 B 低地土 埴壌土 5.4 73 28 59.3 25.0 1704 4.5

2017 TY草地 C(ﾊﾙ) 台地土 壌土 5.1 216 55 16.1 47.7 1004 5.7

2017 TY草地 C(ﾊﾙ) 台地土 壌土 5.0 274 104 22.9 31.4 1040 3.5

2017 TY草地 C 台地土 壌土 5.3 196 108 22.9 40.9 847 2.8

2017 TY草地 C(ﾊﾙ) 台地土 壌土 5.1 176 69 19.1 16.1 693 2.2

2017 TY草地 C(放) 台地土 壌土 4.5 202 67 42.9 85.0 745 4.3

2017 TY草地 D 低地土 壌土 5.1 214 120 23.3 28.2 1030 3.3

2017 TY草地 D 低地土 壌土 5.4 189 95 42.4 55.4 763 2.5

2017 TY草地 D 低地土 壌土 5.1 236 99 36.7 40.9 904 3.2

2017 TY草地 E 台地土 壌土 4.6 267 62 29.5 20.4 1094 5.4

2017 TY草地 F(H29新) 低地土 壌土 4.9 183 124 27.1 47.7 792 2.9

2017 TY草地 G(ｽｷﾞ) 低地土 壌土 4.5 207 130 40.0 33.2 1094 4.0

2017 TY草地 H 低地土 壌土 5.3 186 106 24.2 40.9 771 2.1

2017 TY草地 H 低地土 壌土 5.4 192 107 15.3 40.9 765 2.2

ﾔﾔ少い 少い ﾔﾔ多い 多い 2017年5月22日採取
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49

ﾒﾄﾞｳﾌｫｯｸｽ

ﾒﾄﾞｳﾌｫｯｸｽﾃｲﾙ（MFT）防除が難しい強害な雑草種（太平洋側）

2014年根室管内
MFT侵入確認地
(根室農業改良普及センター)

播種7週後刈り取り1回目乾物重
(p＜0.05,Tukey法)

土壌低pHではTYの初期生育が落ち,ﾒﾄﾞｳﾌｫｯｸｽﾃｲﾙ(MFT)は影響なし

502014.3 道総研畜産試験場

pH4.8 pH6.6

播種時の土壌pHがアカクローバの初期生育に及ぼす影響（播種後69日目）

土壌pHが低いとマメ科牧草の生育が落ちる 土壌ｐHを低下させずに草量を増やしたい

宝示戸1990,道立日本土壌肥料学雑誌,61

尿素は、硫安、塩安に比べて、土壌ｐHを低下しにくい
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６.  冬・春の気温上昇率が大きくなる傾向

北海道の各地点における気温の変化率（1898～2015年、単位：℃/100年）

出典：「北海道の気候変化 【第2版】」 札幌管区気象台

21 世紀末（2076～2095 年）における北海道の平均気温は、20 世紀末（1980～1999 年）
を基準として3℃程度の上昇がみられる。

春に高い温度が必要な作物や冬作の栽培可能性

ｿﾙｶﾞﾑの各品種（岩手県農業研究ｾﾝﾀｰ畜産研究所）
(牧草と園芸56巻3)

岩手県におけるソルガムの収量 (牧草と園芸56巻3)

長沼町におけるソルガムの草姿
(2019年9月17日)

中標津町におけるライムギの草姿
草丈140cm (2012年6月13日)

帯広市におけるライムギの草姿
草丈180cm (2013年6月13日)

ｿﾙｶﾞﾑ発芽温度：
平均気温15℃

倒伏が少ない
獣害が少ない

高単収栽培（ﾗｲﾑｷﾞ･飼

料用トウモロコシ2毛作等)

高ｴﾈﾙｷﾞｰ

作物栽培

（ｲｱｺｰﾝｻｲﾚｰｼﾞ)
高ｴﾈﾙｷﾞｰ作物栽培

（実子ｺｰﾝ)

積算気温上昇等による飼料用トウモロコシ栽培方法の変化 7.暖地の強害雑草侵入、虫害発生増加の懸念

チカラシバ カラクサナズナ

ワルナスビ： トウモロコシ除草剤およびグリホサートでは防除しきれない。転作して草地でも拡大。葉裏にトゲを持つ。

2016 (一社)日本草地畜産種子協会 防除ﾏﾆｭｱﾙ 2019 秋田県
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7.暖地の強害雑草侵入、虫害発生増加の懸念
対応：ﾄｳﾓﾛｺｼは殺虫剤・忌避剤の種子粉衣（ｸﾙｰｻﾞｰ）、播種時のﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ散布、大発生時殺虫剤防除

牧草はｽﾐﾁｵﾝ
ﾛｰﾀﾘｰﾊﾛｰによる幼虫・ｻﾅｷﾞ密度の低下。欠株部への補植(極早生ｺｰﾝ、ｴﾝ麦、ﾋﾏﾜﾘ、ｲﾀﾘｱﾝ等)

発芽牧草を摂食するﾀﾃｽｼﾞﾓﾝｹﾝ
(2019年 大樹町)

ﾂﾏｼﾞﾛｸｻﾖﾄｳによる
ﾄｳﾓﾛｺｼの虫害

(2019年 熊本県)

ｺﾒﾂｷﾑｼ（ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ）
によるﾄｳﾓﾛｺｼの
虫害 (2018年 池田町)

ﾈｷﾘﾑｼ（ﾔｶﾞ）、ｷﾀｼｮｳﾌﾞﾖﾄｳによるﾄｳﾓﾛｺｼの虫害
(2016年 興部町)

ｳﾘﾊﾑｼﾓﾄﾞｷ
によるﾏﾒ科
牧草の虫害

ﾔｶﾞによる牧草の虫害 (2013年 函館市)

８.  土壌凍結深が浅くなる傾向

図 中標津町の2月20日土壌凍結深の推移 (道総研酪農試験場作況)

図 北海道・道東地方における土壌凍結深
減少傾向分布図 (点線で囲んだ箇所が減少傾向）

(北農研ｾﾝﾀｰ,2008)

十勝：10.1万ha

ｵﾎｰﾂｸ：6.1万ha

宗谷：5.4万ha

日高：3.5万ha

上川：3.1万ha

留萌：2.6万ha

道東36万ha

釧路：9.0万ha

根室：10.8万ha

現行のｲﾈ科牧草栽培適地

北海道の牧草地53.4万ha
（全国72.6万ha）

ﾍﾟﾚﾆｱﾙﾗｲｸﾞﾗｽ

ｵｰﾁｬｰﾄﾞｸﾞﾗｽ

ﾁﾓｼｰ

ﾁﾓｼｰ

ﾒﾄﾞｳﾌｪｽｸ

2019年5月9日 道総研酪農試験場（中標津） 牧草飼料作物品種選定試験

ﾎﾟｺﾛ(PR)ﾊﾙｻｶｴ(MF) ﾉｰｽF(FL)

道東地域におけるﾗｲｸﾞﾗｽ類の安定栽培・利用に期待

弟子屈町植生改善プロジェクト
（第７回農業普及活動高度化全国研究大会(2019)農林水産大臣賞）

：近年の気象条件では、PRは弟子屈町で定着可能

KSP1403(PR)
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中標津町

（根室振興局）

2019-2020年冬季の積雪深と土壌凍結の状況
低植生密度条件の霜柱状凍結層

雪が少ない(20cm以下)の時は凍害・凍上害・切根害にご注意

62

高植生密度条件の霜柱状凍結層

層状の凍結による断根と
空隙

凍上による転び
と根の乾き

層

層

層

2019-2020年冬季の土壌凍結と早春の冬枯れに対する技術対応

〇本年は積雪が少なく、土壌凍結深が平年より深いので、牧草地に冬枯れや
早春の牧草個体の乾燥による生育不良が懸念されます。

〇凍結が抜けたら、「根と土を活着させるため」、「土壌水分を保持するため」、
「凍上・転びによる牧草個体の乾燥枯死を防ぐため」、
先ずは、ケンブリッジローラーによる鎮圧をお勧めします。

〇地下に空隙がある状態で鎮圧しないと、早春の施肥の効きが悪く、
１番草収量減少が懸念されます。
なお、裸地・枯死対策のため、早春の施肥に牧草種子を混ぜる場合は、
施肥+種子を散布した後に、ケンブリッジローラーによる鎮圧が効率的です。

〇作溝法で牧草追播する場合は、いきなり作溝播種機を引っ張ると、
「めくれ」が著しいので、一度、ケンブリッジローラーによる鎮圧で
落ち着かせてから、低速で追播するのが良いでしょう。

〇現地で牧草地の越冬状態を、以下のケース①～ケース⑤のどの状態かを
調査して、冬枯れダメージを受けた牧草地を早春に修理しましょう。

ケース① 凍上害による冬枯れが発生したが、生存個体数が十分な場合

→生存個体数が十分なため、鎮圧のみ（早春の施肥に種子を少し混ぜるともっと良い）

ケース② 甚大な冬枯れだが土壌が柔らかい場合

→グラスシーダーやブロードキャスタ（播種後鎮圧が重要）かブリリオンで播種する
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ケース③ 甚大な冬枯れで土壌が硬い場合

→ディスクハロー等で土を表層攪拌してから播種・鎮圧
→ブレドやハーバーマットのように作溝間隔が短い作溝播種機で追播

ケース④ 上部の枯死した枯草が多く、全面枯死している場合

→表層攪拌して、播種鎮圧する

ケース⑤ 部分的な冬枯れの場合

→水たまりによる裸地や
アイスシート等による部分的な裸地
に対しては、作溝播種機で追播


